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【単元】中和反応の量的関係                   

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

     

  

 

 

                                      

  

 

 

 

 

 

 

                                      

 

                                      

 

[目指す生徒像] 

高校化学の量的関係を 

思考・判断・表現できる生徒 

 

 

 
 

[手立て②] ポスターセッションによる対話的な学び合い活動 

高校化学の量的関係を 

思考・判断・表現するための授業の工夫 
－生徒の自作問題を活用した主体的・対話的な授業展開を通して― 

 

 

[生徒の実態]  
単純な暗記や計算は得意であるが、思考力

を必要とする化学の量的な計算は苦手 
 

 

・グループ内やグループ間で発表・評価・検討 

・投票により代表者を決め、全体の前で発表 

 

 ①酸性雨(硝酸のみを含む)に悩まされている畑では、雨水を中和

するために大量の水酸化バリウムを使用している。1.0×104 L の雨

水を855 gのBa(OH)2で完全に反応させた。②残ったBa(OH)2を0.20 

mol/Lの塩酸で滴定したところ、40mLを要した。雨水中の硝酸のモ

ル濃度とその pH を求めよ。 

対話的な学び合い活動 

[手立て①] 科学的・独創的な自作問題を考える活動 

【下線部②】 

中和反応の量的関係を発展的に 

理解できている。(逆滴定を理解) 

 

▼例題をまねた生徒もいたため、例題の提

示とルーブリックの関係を整理する。 

▼作成した問題に対する生徒同士の評価

の在り方を提示する。 

 

 

課題 
 

◎自作問題は、個々の学習レベルに応じて深く思考させるこ

とができ、思考・判断・表現する力の育成に有効であった。 

◎対話的な学び合い活動は、他者からの刺激を得られることで、

思考をさらに深めさせるのに有効であった。 

 

【赤字】 

プロセスの回数が４回以上である。 

【下線部①】 

独創的な視点で 

問題を作成している。 
 

発表者M君の自作問題 
 

活動 
 

活動 
 

成果 

・ルーブリックにより評価基準を認識 

・中和反応の問題を自作 

・ホワイトボードへ自作問題を記入 
 

ルーブリックの活用 
生徒が評価基準を認識し、

問題作成の指針とする。 

 


